
2017年 3月 6日 

低濃度 PCB 廃棄物専用固定床炉 3号炉稼働開始 

 

 群馬ハイブリッドクリーンセンター（群桐エコロ株式会社）で昨年 4月から稼働を始めた 2号炉に続き、

低濃度 PCB廃棄物専用固定床炉 3号炉が 2017年 3月 1日に稼働開始しました。 

3号炉の稼働開始で環境大臣の認定を受けた【処理量 42.0ｔ/日】が可能になりました。 

今後もお客様に『安全・安心』と『適正処理』をご提供してまいります。 

 

 

 

【左側 3号炉  右側 2号炉】   

 

   

【夜間撮影】           【ユニキャリア製 30ｔフォーク】2月導入 


